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『 国際理解（見えないものを見る） ～経済格差から考えてみよう！～ 』 

 

学校名・名前   ： 百合学院中学・高等学校 ・ 大窪 麻紀 

実践教科     ： 総合的な学習、国語科 

指導時数    ： １０時間（パーム油に関する外部講師の授業を含む） 

対象学年・人数  ： 高校２年生１００名、中学２年生２０名 

 

１．カリキュラム 

（１）実践の目的 

わが校はカトリックの女子校で、毎月アフリカの「シエラレオネ」に１０円募金をしている。「シエラレオ

ネ」は ２００２年に内戦が終わり、２００７年８月には選挙が行われ自立しつつあるいわゆる「開発途上

国」である。募金で集まったお金は現地にいるシスターに送られ、教育のために使われている。３月に実

際に行き、そこで見た状況や子どもたちの屈託ない笑顔を生徒に伝えた。反響は大きく、生徒たちは自

分たちのお金が一時的な援助でなく、「教育」という自立支援に使われている意味を考えてくれた。また、

同時に平均寿命が世界一短い４１歳という現状から考えても「シエラレオネ」が多くの問題を抱えている

ことにも気づき、何が必要なのかを考えたようである。 

まずは「知る」ということ、そして知ったうえでその国に対して、中学・高校生である自分たちに何ができ

るかを自分たちなりに考え、実際、品質がよく手ごろな価格の文房具（シエラレオネは高価で質が悪い）

を集めたり、手作りハンドタオルを作ったりし、子どもたちに送っている。募金以外にもできることがあるこ

とを知り、実際に手助けができることに喜びを感じているようである。今回訪れた「インドネシア共和国」

は、援助は受けているがその援助額も減少しつつある、いわゆる「新興国」であり、「シエラレオネ」とは

違う意味で多くの問題を抱えている。それを総合学習のテーマが「環境」である中学２年生と、テーマが

「国際理解」である高校２年生で「パーム油」の話を中心に置き、考えてもらいたいと思い授業実践をし

た。 

 

（２）授業の構成 

 

時限・テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材 

１時限目（国際理解学習の導入） 

①【開発途上国・新興国・先進国を 

知ろう！】 

・それぞれの国の特徴をつかむ。 

・募金支援を通して自分たちになじみ

のある国シエラレオネと新興国、日本

をユニセフの資料で比べ、何が言える

かを考える。     

・実際に開発途上国であるシエラレオ 

ネ、新興国であるインドネシアの写真

を見せ、その現状を知る。 

ワークシート、 

お金、楽器、写真、

地図、教科書、 

ＨＡＬＡＬマーク、 

パ ー ム 油 使 用 の

お菓子 

２・３時限目（世界のつながりを考える） 

②【貿易ゲームをしよう！】 

・世界は経済の面はもちろん、環境など

の面でもつながりのあることを知る。 

・資料の揃っている国（Ａ～Ｆ）を挙げ、

それぞれグループになり、与えられた

条件でお金を稼いでいく。            

・人口、資源、技術、資金などそれぞ 

れ自分の国を把握し、何ができるか 

を考えると同時に他国とのつながり 

を捉える。 

ワークシート①② 

ゲームに必要な 

もの 

3-6 大窪 麻紀 
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４時限目（ふりかえり） 

③【貿易ゲームから考えたことを発表し

て深めよう！】   

・自分たちだけ幸せになることを考えて

は「国際理解」はできないことに気づく。 

・個人で書いた感想を貿易ゲームのグ

ループで出し合い、まとめる。   

・グループの意見として全体で発表 

し、それぞれの立場での意見を知る 

ことで他国のことを知る。 

ワークシート② 

５時限目 

（経済格差から生じる環境問題①） 

④【日本も昔はこうだった！】 

・日本も戦後は他国からの援助で支え

られていたことを知る。 

・開発が優先され、環境問題にまで目

が向かなかった現状を捉える（環境問

題が注目されたのは最近）。 

・戦後日本が世界銀行から援助を受け

てつくられたものを具体的に挙げる。   

・環境問題が後回しになったために生

じた公害、公害病を捉える。 

・インドネシアの主な環境問題を３つ挙

げ、写真を見ながら現状を捉える。 

・インドネシアでも環境に取り組み出し

た地域（パハラ）の話をする。 

ワークシート③④⑤

写真 

６・７時限目 

（経済格差から生じる環境問題②） 

⑤【世界はつながっている！】 

・なぜ開発途上国はそのような現状な

のか、考える。 

・つながっているからこそ、開発途上国

が抱えている問題を捉える。 

・先進国の国民である私たちがなすべ

きことを考える。 

・「エビ物語」から先進国の消費のため

に、開発途上国にどのような影響が出

ているかを考え、さらに地球資源にも

かかわってくることを知る。 

 

レジュメ①② 

ビデオ「エビ物語」 

８時限目 

（経済格差から生じる環境問題③） 

⑥【ボルネオゾウ、大河を渡る】 

・ボルネオゾウがマレーシアの大河を渡

っている話から、その原因となるアブラ

ヤシのプランテーションの存在を知る。 

・アブラヤシからとれるパーム油が日本

でもさまざまなものに使われ、「自然や

人体にやさしい」と需要が高まっている

ことを知る。 

・先進国の消費のために開発途上国の

森林破壊が進んでいる現状を捉える。 

・「ＡＥＲＡ」の記事「ボルネオゾウ、大河

を渡るー自然にやさしいの逆説」を読

み、現状を知る（マレーシアの話だがイ

ンドネシアも同様であることを指摘）。 

・ワークシートで「パーム油」のもたらす

「問題点」と「よい点」を挙げる。 

・環境破壊が叫ばれているにもかかわ 

らずなぜ現状がそのままであるのかを 

サイクルにして考えてみる。 

記事 

ワークシート⑥ 

９・１０時限目（荒川共生氏による出張授業） 

⑦【見えない油、パーム油はどこから来

ている？】 

・消費者、生産者、企業の販売者、原住

民、ゾウを助ける人、それぞれの立場

の主張を知る。 

・お互いがよい方向に進むにはどのよう

な策があるか、考える。 

・「消費しない」など消極的な策以外に

現実に見合った「私たちにできること」を

考える。 

・一枚の写真から何がうかがわれる

か、想像力を働かせ、それぞれに意見

を出し合い、写真が訴えること（見えな

い部分）をつかむ。 

・映像から、大規模なプランテーション

開発によって棲みかを失ったゾウが危

険を冒して河を渡る実態を知る。 

・具体的な企業「サラヤ」とＪＩＣＡの専

門家の呼びかけで始まった「ボルネ

オ保全基金」の取り組みの記事から

私たち消費者ができることを考える。 

荒川氏（P4 参照） 

持参（写真、記事） 

 



 - 78 -

２．授業の詳細 

１時限目 （国際理解学習の導入） ①【開発途上国・新興国・先進国を知ろう！】 

 
ワークシート（一部抜粋） 

 ５歳未満児死亡率 １人あたりＧＮＰ 出生時の平均寿命 初等教育就学率

シエラレオネ ２８３ (世界１) ２００ ４１ ４１ 

日本 ４ ３７１８０ ８２ １００ 

南アジア ９２ ６００ ６３ ７４ 

＊ユニセフ子ども白書２００４年より 

・「５歳未満児死亡率」は出生１０００人あたりの死亡率 

・１人あたりＧＮＰ」は国民総所得  米ドル換算値 

 

＊シエラレオネ（開発途上国）              ＊インドネシア（新興国） 

 
①子どもたちは穀物を

挽いて食事の準備 

シエラレオネでは共同

のかまどで食事の準

備をするのが普通であ

り１日２回が一般的。

子どもは多いが、５人

に３人は５歳になるま

でに亡くなってしまう。

 

②みんなで分け合って

の食事 

シエラレオネの子ども

たちは一つの飴も歯で

割って分け合う。一日

の終わりには生きられ

たことに感謝して歌を

歌う。物ではない、心

の豊かさを感じる。 

 

③一般的な家屋 

電気も通っていないの

で、昼間でも家の中は

暗い。みんな外に出て

いいる。一軒の家に子

どもが７人～８人いる

のが普通。しかしけん

かはほとんどないそう

だ。 

①学校のトイレ 

前にある「水がめ」の水で流す。

その意味では水洗トイレ。紙は

なく、左手で洗う（？）。イスラム

教では左手は「不浄の手」なの

で、決して人に物を渡したり、握

手したりするときには用いない。
 

②一般家庭で交流 

頭には新聞紙で作った「かぶ

と」。手にしているのは習字で書

いた自分の名前。子どもたちは

何にも興味を示してくれました。

後ろのお母さんは浴衣を気に入

り、暑い中でも着てくれた。 
 

③一般的な家屋 

家族のつながりが深く、親戚が

近くに住んでいることが多い。日

本人である私たちにとても親切

にしてくれ、交流の場では「お客

さん」として扱ってくれた。 
 

④イスラム教の女の子たちと普

通の公立の学校の様子 

「南中ソーラン」を出し物としみ

んなで披露したら、歓迎のゲー

ムなどをしてくれた。どこの国で

も同じ中学生だと感じた一時。 
 

⑤学校にある「モスク」 

イスラム教のお祈りの場である

「モスク」どこの学校でもたいて

い見られる。神聖な場であるの

で、ここに入る前には手や足を

洗う。洗場がちゃんと横にある。
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【実際の授業風景】 

①どう？似合ってる？ 

 
頭 →イスラム教徒（インドネシアでは９０％）の

女性が、髪を隠すためにかぶるジルバブ

左手→ＨＡＬＡＬマーク（イスラム圏で問題がない

食材であるという証明。豚肉エキスなども

含んでいないことを示す）のついたお菓子

右手→インドネシアの露店で買い求めた「団扇」

しっかり編みこまれている 

 

②お菓子の味見もしました！ 

 
お菓子の袋には、後から出てくる「パーム油」の

表示もされていた。日本ではほとんど「植物性油

脂」としか記載されていないので、見方によって

は（宗教的なこともあり）インドネシアの方が意識

が高いように感じる。 

③ＨＡＬＡＬマークの説明や文化について 

聞きました。 

 
 

④インドネシアの旗や地図、お金を持って 

「チーズ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドネシア国旗 

赤→勇気 

白→「潔白」を表し、「潔白の上に立つ勇気」 

     の意味。 
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＊まとめ 
（実際に配布したワークシートを一部抜粋。生徒配布の分は括弧は空欄） 

 

・世界の経済格差・生活格差を考える 
 

ア 開発途上国は識字率・就学率が（低い） 

        ↓ 

  特に女性は教育を受ける権利を奪われてきた 

  （今日でもそのような状態である国も多い） 

 

イ 文字の読み書きに不自由を感じている（非識字） 

  成人が多ければ多いほど全般的に「５歳未満児死亡率」が（高く）なる 

        ↓ 

  女性の識字率や就学率と乳幼児死亡率との間には強い相関関係がある！ 

 

 

 

 

 

 

 

★ユネスコ 『学習権宣言』 より 
学習権は人間の生存にとって、不可欠な手段である。 

もし、女性も男性も、より健康な生活を営もうとするなら、学習権をもたなければならない。 

 

 

【感想・反省】 
生徒の感想を書く時間がとれず、聞けなかったのが反省点。生徒たちは実際に「もの」を手に取り、文

化の違いを知り、楽しんでいたようだった。特にカトリックの学校であるわが校の生徒の中には、イスラム

教に興味を抱いていている子も多いようだった。「左手は不浄の手であり、それで子どもの頭をなでて、

裁判になったこともある」という話や「一日に何度もモスクでお祈りをする」という言葉には生活に浸透す

る宗教の深さを感じ取っていた。 

また、実際のお金を手にし、スーパーの品物の値段の話を聞くと、物価の違いに驚いていた。（物価は

安いが、先生の給料の安さも指摘）。学校の中に「大統領」「副大統領」の写真がどの教室にもあったこと、

「旗」がどこでも（道端でも）売っていること、アンケートで、中学生でも愛国心が強いことなどを言うと「自

分たちはどうだろうか」ということを考え、自分たちのことを振り返っていたようだった。 

女性に対する人権としての教育が保障されるかどうかが、家族の健康管理、特に

抵抗力の弱い乳幼児の生存に深く関係している。 
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２・３時限目（世界のつながりを考える） 

②【貿易ゲームをしよう！】 

 

●ワークシート① 

総合的な学習「百合学院的人間学のススメ」 

高校２年生 テーマ「国際理解～経済格差～」 

貿易ゲーム ＬＨＲ２ 

２年（ ）組（ ）番（            ） 

 

≪貿易ゲームを終えて≫ 

 
１あなたはどこのグループに所属していましたか

（    ）チーム   国名（            ） 

 

２ゲームをしていてどのような感情をもちました

か？ 

                                

                                

＿＿＿＿              ______        

 

３ このゲームの課題「できるだけ多くの富を築

く」ために、あなたまたはあなたのグループの人

はどのような行動をとりましたか？ 

                                

                                

                                

 

４ 他のグループの人の意見をきいて、その気持

ちを想像してみましょう。 

先進国                           

新興国                           

発展途上国                        

 

５ 今回のゲームの中で見ながら、世界における

貧富の差についてどのようなことを考えますか？

                                

                                

                               

 

６ 次の絵を見て気づいたことを書きましょう 

                               

                                

                                

●ワークシート② 

総合的な学習「百合学院的人間学のススメ」 

高校２年生 テーマ「国際理解～経済格差～」 

貿易ゲーム ＬＨＲ３ 

２年（ ）組（ ）番（         ） 

 

 

７ もう一度貿易ゲームをするとして、今度はお互

いが富を得られるように考え、公正な立場で貿易

をしていくためにはどのようなことが必要だと考え

ますか？ 

                               

                               

                               

 

８ 今日の感想をまとめましょう。 
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【生徒の記入したプリントから】 

（Ａ子さん） 

１ Ｂチーム  アメリカ 

２ 生産をいっぱいして、資産を増やすことでいっ

ぱいいっぱいだった。 

３ みんな生産をたくさんして、冨を築くため、神

経質になり、必死になっていた。道具を借り

にきた人にすごくケチになっていた。 

４ 先進国→ある道具は、ラッキーだと思い、自

己中心的で心貧しく性格が悪くな

っていた。 

  新興国→もともと仕事もなく、何もすることが 

ないからヒマそう。 

  開発途上国→道具がなく、資源はあるけれど

仕事がない。しかし、心に余裕

があり、豊か。 

５ 物や資源、道具があるか、技術がどれほどあ

るか、仕事があるかなど、話を聞いて頭で理

解するよりも実際に自分たちがその国の立

場になることで、どれだけ先進国が便利か、

開発途上国が不便か、解決の難しい貧富の

差を体験した。 

６ 先進国→タバコをふかしている、太い（白人） 

  （前の人）余裕の表情 

豊かになると働かない 

こいでないのにハンドルをにぎる 

公害・環境問題（タバコ） 

開発途上国→ガリガリ、細い（黒人） 

（後ろの人）細いのに重労働（苦しそう） 

     服も靴もない 

     後ろにいるので前が見えない 

        前がこがないので働かざるをえない

   どっちも幸せに向いているのは同じ！ 

７ 自分の国だけでなく、周りを見なくてはいけな

い。貿易を通してお互いが平等になるように

情報や物を正しく交換することが必要。 

８ 私のチームは道具も紙も十分なくらいにあっ

たけれど、自分たちのこと（資産を増やす・大

量生産）で頭がいっぱいになって、ウガンダ

チームが紙（資源）しかないことを終わってか

ら聞いて本当にびっくりした。前の席（銀行の

近く）であったこともあって、後ろのことが何も

見えなくなり、性格がゆがんでケチになって

いるのが自分でもわかった。ウガンダチーム

は仕事をしてもらえた冨で、やりがいや達成

感を味わっていたようだった。心が豊かだと

思った。 

（Ｂ子さん） 

１ Ｄチーム  ブラジル 

２ 最初、「こんなんでできるわけないやん！ 

何でも揃っているチームはずるい」と思った。 

３ いろいろな工夫をして早く行動した。最初から

入っているもので役割分担した。 

４ 先進国→自己中心的 周りがみえない。 

  新興国→周りの国々はけちだと思っている。 

  開発途上国→少しもうかっただけで嬉しい。 

５ 資源をむだにしてはいけないと思った。 

  先進国と開発途上国ではこんなに違うのかと

  思った。さまざまな貿易でひとつの物を得る 

  ことが分かると前向きになれる。 

６ 前の人はこいでいないのにハンドルをにぎっ 

ていて、後ろの人は裸足でこいでいて、栄養失

調であり、体力がない。 

７ 貧富の差をうめていくには、先進国には後ろ

の席（新興国・開発途上国）のことが見えて

いないから、お互いを意識して助け合ってい

くことが大切で必要だと思う。 

８ 国々の差があまりに激しいことにおどろいた。

公平な貿易をしていくことで差が小さくなり、

平等に近づいていくのではないかなと思っ

た。もっと国と国とが助け合っていくべきだと

思った。 
 

（Ｃ子さん） 

１ 銀行 

２ 銀行をしていて、アメリカのチームはいろいろ

道具も持っていて楽そうだったけど、ウガンダ 

やタンザニアの人は製品をつくるのにとても大

変そうだった。 

４ 先進国→あって当たり前だと思っている。 

自分中心でまわりが見えていない。 

  新興国→仕事がない。銀行はずるい。 

  開発途上国→心が広い！もうかるとうれしい 

５ 先進国は全部そろっているので生産量も多い

が、開発途上国は生産量も少なく、形がずれ

ていたりして、なかなかお金にならなかった。 

６ ・豊かな方が働かない→前の人がこげばよい

・前だけ服を着て、後ろは素足。 

・後ろがこぐのをやめたら自転車はこける。 

・（前を見ている姿勢から）思いは一緒。 

７ みんなで助け合い、同盟を組んだりしたら良

いと思う。周りをみなければいけない。 

８ 何も考えないで生産品を良いか悪いかで判断

しお金に換えていたが、客観的にみると先進 

国の人は生産品を次々持ってきてたけど、開 

発途上国の人はあまり持ってきてなかった。 
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４時限目（ふりかえり）            

③【貿易ゲームから考えたことを発表して深め

よう！】   

 

５時限目（経済格差から生じる環境問題①）   

④【日本も昔はこうだった！】 

世界銀行の支援でつくられた（開始された） 

もの・こと 

 

1 学校の給食 

「コッペパン」や「脱脂粉乳」の話が出ると聞いた

ことのある生徒が反応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １９６１年 愛知用水が引かれる。 

戦後、吉田茂が世界銀行と協力し、アメリカ合衆

国の技術と機械を用いわずか５年で完成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 黒部ダム 

７年の月日を造られた世界有数のアーチ式ドー

ム 

 

 

 

 

 

 

４ 東海道新幹線開通 

昔は東京―新大阪がひかりで４時間、こだまで５

時間かかっていた。 

    

 

 
 

５ １９６６年東名高速道路開通 

東京―静岡間の高速道路の供与を最後に日本

は世界銀行からの借りを終えた。 

 

  

 

 
 
 

＊これらの写真をパワーポイントで見た後、次の

プリントをうめた。 
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●ワークシート③ 

総合的な学習「百合学院的人間学のススメ」 

高校２年生 テーマ「国際理解～経済格差～」 

貿易ゲーム ＬＨＲ４ 

２年（ ）組（ ）番（            ） 

 

最後にこの図をみて話し合いをしました。 

その中でいろいろな意見が出ました。 

・前の人（先進国）は後ろの人（途上国）に支えら

れている。支えがなくなると共倒れ。 

・前に乗っている人は後ろの人が見えていない。

・ハンドルは前の人が握っている。 

 

そういった状況を見ると先進国が途上国の気

持ちを理解していないということが良くわかったと

思います。感想の中にも、前の人がもっと後ろの

人のことを思いやるべきだという意見がたくさん

出されていました。 

 日本は今では先進国といわれています。しか

し、かつて日本は途上国でした。日本も海外から

の援助によって助けられていたのです。 

 

たとえば、第二次世界大戦終了後、世界銀行か

ら多くの融資を得てできたものがあります。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

世界銀行とは戦災国の復興と開発途上国の開

発を援助する銀行です。世界１９２カ国が加盟し

ており、その資金をもとに途上国へ援助していま

す。この援助もあり、日本は高度経済成長をとげ

ました。日本は高度成長期を経て大きく発展しま

した。生活もずいぶん変わり、物があふれて豊か

で便利になりました。 

（生徒の感想から） 

●ワークシート④ 

総合的な学習「百合学院的人間学のススメ」 

高校２年生 テーマ「国際理解～経済格差～」 

貿易ゲーム ＬＨＲ５ 

２年（ ）組（ ）番（            ） 

 

しかし、経済の成長や物の豊かさを求めるあま

り「排水や排気ガス」など環境に悪い影響を与える

ものに対する対策が十分行われず、私たちの健康

に大きな影響を与えるようになってしまいました。 

こうした経済成長の陰で、環境破壊が起こり、

（水俣病 ）（イタイイタイ病 ）（四日市ぜんそく） 

といった公害病が発生、大量生産の裏返しとして

のゴミ問題などの公害の問題が、高度経済成長期

後半になると深刻化しました。これは、 

国民が環境よりも経済成長を優先した結果である

といえます。 

以前の授業でやったシエラレオネのような途上

国はまだまだゴミ問題までは及んでいません。今

現在新興国（貿易ゲームの中ではインドやブラジ

ル）のゴミや公害問題は深刻です。日本はそのよ

うな国に対して今までの日本の反省も踏まえた上

で、援助していく必要があります。その援助は本当

に行き届いているのでしょうか？ 

 

新興国のひとつインドネシアの状況を見てみま

しょう。 

貿易ゲームでは自分たちが実際その国の国民

になることで見えるものが見えなくなりました。道

具がたくさんあり、有利な先進国は自分たちのこ

とばかりになり、道具がゼロに近い開発途上国

はそんな先進国に怒りを感じていました。しかし、

大量生産をしている先進国に比べて数個しか作

れていないのに心の豊かさがあふれていまし

大気汚染 悪臭 

水質汚染 土壌汚染



 - 85 -

 ●ワークシート⑤ 

総合的な学習「百合学院的人間学のススメ」 

高校２年生 テーマ「国際理解～経済格差～」 

貿易ゲーム ＬＨＲ６ 

２年（ ）組（ ）番（            ） 

 

インドネシアの環境問題 

①（大気汚染） 

②（森林破壊）                      

③（生物種の減少） 

などがあげられます。森林破壊の中には「エビの

養殖によるマングローブ林の破壊」の問題なども

あります。エビを日本人が食べなければ仕事は

なくなります。ある意味で日本人は経済的にイン

ドネシアを支えているともいえるでしょう。しかしそ

れは同時に環境汚染も招いています。 

もうひとつの問題にも目を向けてみましょう。

「環境にやさしい」といわれるパーム油の話で

す。日本の製品の中にはこのパーム油を用いた

ものが多く存在します。パーム油を使って作った

石鹸には「植物性なので使用後は微生物によっ

て分解。完全に水に溶けるので地球にもやさしい

石けんです」と書かれてあります。では本当に環

境にやさしいのでしょうか？ 

 

先日の朝の評論の時間に読んだ「ボルネオゾウ

大河を渡る」のプリントをみましょう。 

２ページ「自然派オイルが人気で」をみましょう。 

 

（ ボルネオゾウ ）が大河を渡り始めた 

        （移動をはじめた）       

↓なぜか？その答えは 

（ アブラヤシ のプランテーション ）による 

↓ここからとれるもの          

（ パームオイル ）                 

これはさまざまな商品に使われています    

 シャンプー・洗剤・カップめん・冷凍レトルト 

食品・化粧品など 

３ページ「森が小さくなる」をみましょう。 

 

このパームオイルをとるために 

（熱帯雨林） 

→（ アブラヤシプランテーション ）に変わってし

まった。しかも、そこに高圧電流の柵を敷いたた

め、ゾウが動けるルートはどんどん狭まった。 

（ボルネオゾウ）の食事が減ってしまい、餌を求め

て移動しはじめた。 

これで「環境にやさしい」といえるのだろうか？ゾ

ウにとっては「やさしい」とはいえない。パーム油

は日本にとって都合のいい「環境にやさしい」な

のではないだろうか？  

 

【 インドネシア 】 

①建設中の港 

インドネシアの玄関口、

ということで大規模な港

を見させていただいた。

質問をしたが、環境対策

はあまり考えられていな

い感じをうけた。 

 

②街並み 

とにかく、首都ジャカルタ

は自動車・二輪車が多

い。空気が汚れているの

で、みんなヘルメットやバ

ンダナで顔を隠してい

る。事故も多い。 

 

③荷物いっぱいの車 

ルールもあってないよう

なところがある（あっても

守られていないことも多

い）荷物の上には人が乗

っている。 

 

④森林破壊 

木が伐採された土地は

大規模なプランテーショ

―ションになったり工場

地になったりする。それ

により生態系が変わって

くることもある。 

 

⑤伐採された木 

伐採された木パルプ工

場に運ばれる木。木が使

えるくらいに育つには何

十年もかかる。外国に運

ばれるものも多い。 

 

⑥絶滅の危機の種 

「生物多様性保全センタ

ー」は国の機関であり、

絶滅種なども丁寧に保

管してあった。インドネシ

アは世界の２０%の生動

植物が生息。 
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６・７時限目（経済格差から生じる環境問題②）

⑤【世界はつながっている！】 

 

レジュメ① 

高校２年生総合学習 LHR プリント 

エビ物語 

 

日本の食卓が左右するアジアの運命 

《世界のエビの３分の１を消費する日本》 

 

 寿司のネタから始まり、エビ天ぷら、エビフラ

イ、エビピラフ、エビグラタン、エビピラフ……。エ

ビなしに、日本の食卓はありえない。日本はホン

トにエビが好きらしい。 

 

●日本人一人当たり、一年に平均８０匹のエビを

食べる。 

●世界のエビの３分の１を食べてしまう。 

 でもこんなにたくさんのエビ、どこでとれるか。  

日本のエビの自給率は１１％。 

 

エビが食べたい!! だから・・・↓ 

《方法その１ トロール船》 

 たとえば、エビをトロール船でとる方法がある。

この方法なら一度にたくさんのエビをとることがで

きる。が、ほかの魚もいっしょにとってしまう。そし

てたいていの場合、ほかの魚は捨てられてしま

う。 

 このトロール漁法を使って国内のエビをとりまく

った。しかし国内のエビはとり過ぎで少なくなって

しまった。そこで今度は、アジアへ向かったが、そ

こでもとり過ぎでエビは激減してしまった。  

エビがいなくなってしまった!!でも食べたい!!
だから・・・↓ 

《方法その２ エビの養殖》 

 海ではエビがとれにくくなってしまった。そこで

注目を浴びたのが養殖。 しかし養殖場をつくる

ためには、大量のマングローブの林を切り開かな

ければならなかった。そして大規模な養殖のため

にマングローブは伐採され、地域の生態系や

人々の生活様式は崩壊してしまった・・・。 

その上に・・・↓ 

《養殖の被害》  

養殖のためには、多くの人工飼料が使われる。

が、食べ残されたエサやふんなどにより水が汚

染。最初は十分な生産をあげることができるが、

数年過ぎ、池が汚染されてくると、水質の管理は

難しくなり、エビは病気を発生!!そして死んでい

ってしまう。多くの場合、養殖池はつくられてから

５～１０年で捨てるという。捨てられた池はどう

なるか？跡地がどう使われているかの詳しい調

査はほとんどされていないが、ほったらかしにさ

れていることが多いという。 

 しかもエビを育てるためにはエサが必要。１キ

ロのエビを育てるためには、５キロの魚を海から

エサ用にとってこなければならない。私たちはエ

ビを食べるとき、５倍の魚を食べている!! 

 
レジュメ② 

高校２年生総合学習 LHR プリント  

 

食卓に運ばれるエビたちは・・・ 

 

《地球のエネルギー問題》  

食べ物を外国からの輸入に頼るなんて当たり

前のことだと思っているかもしれない。だが、船や

飛行機で運ばれてくるということは、それだけ保

存や輸送のためにエネルギーを消費しているこ

とになる。 養殖ではなく、直接海でとられたエビ

であっても、トロール船を動かすために、エビ１ト

ン当たり１０トンの石油が必要になるという。輸送

や保存まで含めたら、もっと多くのエネルギーを

使うだろう。生産者から消費者までの距離が遠く

なればなるほど、それがどこで、だれによって、ど

うやってつくられたかについて、知ることが難しく

なっていく。インド東海岸のクルー村のある住民

は「エビを食べる日本人は養殖する地域でどん

な問題が起きているのか知ってほしい」と願う。 

 

今考えるべきこと・・・ 

 

《世界はつながっている》 
 世界はつながっている。私たちがエビをたらふ

く食べることが、めぐりめぐってアジアの人々の運

命を左右している。 先進国は圧倒的な経済力を

武器に、安い単価でエビを大量に購入した。アジ

アのエビ養殖者は、先進国の投資に支えられて

いるので、どんなに環境を犠牲にしても生産を続

けた。先進国から借金している途上国にとって、

自らの意思でやめることは不可能なのだ。 

 先進国はこうして環境破壊を「輸出」してきた。 
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８時限目（経済格差から生じる環境問題③） 

⑥ボルネオゾウ大河を渡る 

 

＊『ＡＥＲＡ』２００７/２/１９の記事から 

   （写真家 横塚眞己人  文・写真） 

＊「ボルネオ熱帯雨林守れ－JICA など基金設立」 新聞記事から（荒川氏 事前に配布） 

 

●ワークシート⑥ 

１．パーム油の問題点と良い点とをあげてみましょう。（生徒配布分は、問題点、良い点、□は白紙） 

 

 

２．パーム油をめぐるサイクルをつくってみましょう。（太線の□はよいこと・破線の□は問題点。） 

 

 

 

 

 

 

問題点 良い点 

・加工工場（24 時間稼動）が必要 

・3000ha の敷地が必要 

・先住民の生活を奪う 

・子どもたちに森を残せない 

・多くの生物に影響（絶滅） 

・公害（土壌汚染・大気汚染） 

・公害病 

・環境破壊 

・仕事ができる 

・外貨が稼げる・現金が増える 

・安い価格で生産できる 

・消費者に貢献できる 

・環境にやさしいとされる（土にかえる） 

・利益になる（会社・その国） 

・加工しやすい（現地で加工） 

・補助金 

パームオイル製品 

需要が多い 

大量生産 

外国で生産

加工しやすい 

環境にやさしい（土に戻る） 

消費者に貢献 

価格が安い 

では、この太い□と破線の□とをつなげていく

ためにはどうしたらいいのでしょう？ 
・パーム油の実態を知る。 

・サラヤのような環境を保護している団体の商品

を使って、緑の回廊を復活させる。 

・知ったことを伝えていく。 

・価格を考える（正当な値段）。 

・環境を保全できる方法を考える（他の方法）。 

・一消費者としての自覚をもつ。 

・団体に訴えかける。 

プランテーション

先住民の生活をおびやかす 

森がなくなる 

環境の変化 

生態系が崩れる（絶滅種）仕事ができる

収入増
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レジュメ③

高校２年生総合学習 LHR プリント   

（  ）組（  ）番（               ） 

最後に･･･ 

総合学習の国際理解の中で様々な問題を学びました。貿易ゲームやパーム油の問題で学んだように、 

世界にはいろいろな立場の人がいます。最後にこの詩を読んでみてください。

まずしさをほっておくということは 

弱 いものいじめをして 

こっそり奪 っている 

ということとおなじ 

卑 怯 なこと 

 

 

けれどそれが止 まらない 

なぜなら 

相 手 が「弱 い」ことを 

知 らない人 がたくさんいる 

それは「いじめ」なんだということに 

気 づかずほっておいている 

「やめろよ」という人 がいない 

やめるきっかけもなかったし 

やめる方 法 もわからなかった 

惰 性 でいまでもまだ 

弱 いものいじめが続 いている 

 

 

こっそり奪 うことも止 まらない 

なぜなら 

こっそりだから見 えない 

つぎに 

見 えていても 

交 換 してるのかと思 う人 がたくさんいて 

奪 っているのがわからない 

自 分 は人 のためにしていると思 っていても

結 果 奪 っていることになることもある 

相 手 の意 見 をよく聞 いて 

奪 っているのか奪 っていないのか 

調 べないといけない 

自 分 がどう思 っているのか 

相 手 に伝 えないといけない 

うすうす奪 っていたのかなあと思 う心 が 

あると 

相 手 が冷 静 に話 し合 おうといっても 

怖 くなる 

奪 っていたことを認 めると 

相 手 が怒 って 

とんでもないことが起 こるんじゃないかと 

怖 くなる 

なんとかいいわけを見 つけて 

話 し合 いから逃 げようとする 

 

 

でもこのごろ 

こっそりは 

あんまりこっそりじゃなくなった 

 

 

一 生 懸 命 知 らせようとする人 がふえた 

から 

 

 

この調 子 で 

こっそりを減 らせれば 

奪 う人 も減 っていく 

 

 

まちがえちゃいけないのは 

こっそりを減 らすことは 

悪 いことではなく 

いいことだということ 

こっそりを減 らすことが悪 いことだという人

がいたら 

ちがうよとその場 ではっきり教 えてあげよう

 

 

相 手 はじぶんだったかもしれないと 

思 う想 像 力 を働 かせよう 

いずれ自 分 の身 に 

ふりかかってくるということだという 

想 像 力 をはたらかせよう 
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【生徒の感想】 ＊総合学習を終えて 

（Ａ子さん） 

私たちの生活は今は昔に比べ、とても便利になりました。そしてその生活は普通で当たり前なことだと思って

いました。けれど、今より上の生活を求める、この生活の裏には開発途上国の犠牲があることを知りました。私

たちは食料が充分にあって、お菓子を食べることができ、学校に行けて、欲しいものが手に入って・・・・・・これら

を「当たり前」だと思っています。しかし、これらは開発途上国の人たちにとっては難しいことなのです。（中略） 

 私たちは自分たちにとって快適なものを求めるあまり、心の豊かさを失ってしまったことに気づきました。人間

らしく心の豊かな開発途上国の人のほうが本当の幸せを知っているのかもしれません。この学習で多くのこと

を学び、知ることができ本当によかったと思います。 

（おうちの方から一言） 

開発途上国の厳しい現状を学習し、自分たちがいかに恵まれた環境にあるかを実感できたのではないでしょ

うか。気づいた今、自分たちは何ができるかを考え、行動してほしいと思います。子どもたちの輝く瞳が忘れら

れません （１２月のクリスマス祝会で写真掲載） 

 

（Ｂ子さん） 

先進国は開発途上国や、発展の途中である新興国などのほかの国にどのような影響を与えているのか、環

境の面からもくわしく知ることができた。私たちの生活は今、物にあふれていて、困ることはないけれど、開発途

上国には食べるものも、着るものも足りてはいない。でも、そんな中で人々は助け合いながら生きている。すご

く感動した。 

 私は今回この総合学習で、先進国はもっと他の国のことについて理解を深めなければならないと思った。私

は今のこの生活を見直していこうと思う。 

（おうちの方から一言） 

 私達の生活が豊かになることが、かけがえのない何かを失うことにつながっている。失った代償は大きすぎて、

取り返しのつかないことも多い。今、私達がそのことに気づき、間に合うあいだに一人一人が実践していかなけ

ればならないと思いました。貴重な学習ができたと思います。 

 

３．成果と課題 

わが校では「百合学院的人間学のススメ」ということで、各学年が総合学習に取り組んでいる。（中学・高校と

一貫なので６テーマある）その中で中学２年生が「環境」、高校２年生が「国際理解」であり、このインドネシアの

研修が双方に活かせるのではないかと研修前から考えており、ある程度の「授業に活かす」方向性をもって臨

んだのはよかったと思う。 

 実際の授業では、初めの「導入」である程度関心をもってもらえたことが嬉しく、励みになった。実際の「お金」

や「地図」、「国旗」その他のお土産品を手にすることは効果があったと思う。その国特有の「文化を示すもの」

は特に興味を示してくれた。「このベール、どうやって被るの？」から始まり、ＨＡＬＡＬマークの説明をすれば「豚

肉のエキスが入っていないスナック菓子はどんな味がするの？」と、特に中学生は好奇心がいっぱいだった。

同時にパワーポイントで実際の写真をみせたこともよかったと思う。数ヶ月前の生の写真であり、テレビのニュ

ースなどではない「日常」が写されていることが思いの外よかった。ただ、欲を言えばもう１時間設定し、説明を

加えながらビデオを見せたかったと思う。せっかくのパハラ（地域でゴミ問題に取り組みリサイクルをすすめてい

る、画期的な取り組みをする町）の取り組みや、インドネシアの騒然とした街並み、ストリートチルドレンでのイン
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タビュー（生の声）が音として聞かせられなかったことが悔やまれる。そうすれば臨場感ももてたのではないだろ

うか。いずれにせよ「何かを伝える」には視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚の五感を充分活用すべきだと思った。

その意味では聞いた話やインターネットの情報だけでなく、自分が実際に体験したこと、感じたことを話せたの

は自分にとっても喜びであり、この研修のおかげだと思っている。 

 授業の展開として、貿易ゲームを含め、「他国との比較」がパワーポイントの写真を見ながらできたこともよか

った。幸いなことに春にアフリカの「シエラレオネ」という、いわゆる開発途上国を訪れたこともあり、新興国であ

るインドネシア、先進国の日本との比較がしやすかった。特にインドネシアは東西に長く、近代的なビルが立ち

並ぶ首都と田舎、バリなどのリゾート地（これは写真はなかったけれど、想像ができたみたいであった）が大きく

違うことを知り、新興国の特徴をつかんでいたように思う。 

 

 最後に「アジアボランティアセンター」の荒川氏によるパーム油の授業で、生徒たちは日本などの先進国が他

国（特に森林が多いアジアの新興国・ダイヤモンドの産地である開発途上国）との関わりでさまざまな問題を抱

えていることに気づいた。「経済格差」がもたらすもの、表面にはあらわれない隠れた事実を知ったことは大き

な意味があったように思う。それが環境問題を含め、最終的には自分たちの生活にも影響を及ぼしていること

に気づき、今、自分たちが何をすべきか、何ができるかを真剣に考えてくれたらと願う。客観的な立場からさま

ざまな視線で物事をとらえ、考えることができる柔軟な姿勢をもつことに「総合学習」の意味があると思う。この

実践が「考える」ことの第一歩になってくれていたら嬉しく思う。 

 最後になりますが、事前研修を含め、現地での日程や訪問先を希望を聞きながら折衝をして下さった JICA、

JOCA の担当の方、研修中もアドバイスをくださり手助けしてくださった先生方、そして荒川先生、本当に有難う

ございました。心より感謝します。 

 



資料１．インドネシアアンケート（英語バージョン）

Question Answer

①Do you like your own country? 　　□Yes       □No

　 If you answer "yes",what do you dislike adout your
   country?

　 If you answer "no",what do you like adout your country?

②Express the culture of your conutry by some word.  For
   example "Maraca"

③What (or who)do you think is the most important for you?

④Do you like studying?

⑤What subject do you like best?

⑥What subject do you dislike the most?

⑦What play do you like best?

⑧What do you want the most now?

　Why do you want it the most?

⑨Do you have something that you want to be? 　　□Yes       □No

　 If you answer "yes",tell me about it.

⑩Do you know Japan? 　　□Yes       □No

   If you answer "yes",express your image of Japan by some
   words.

⑪Do you like yourself?

⑫Write your good points.

⑬Write what you think or know about    environmental
   problems.

Questions   to   the  children
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資料２．インドネシアアンケート（日本語バージョン）

⑫自分のいいところを書いてください

   ア　ある　　　イ　ない
   ウ　わからない（まだ決めていない）

　ア　知っている　　　イ　知らない　　⑩インドネシアを知っていますか？

   知っている人はどんなイメージがあるか、単語で
   書いてください

⑪自分のことを好きですか？

⑨将来、なりたいもの（職業）がありますか？

⑦一番好きな遊びは何ですか？

⑧いま、一番欲しいものは何ですか？

   なぜそれが欲しいのですか？

⑥嫌いな教科は何ですか？

④勉強は好きですか？

⑤一番好きな教科は何ですか？

③一番大切にしているもの（人）を教えてください

   「ある」と答えた人はどんなものですか？

⑬環境問題に関して、思っていること、知っていること
   を書いてください

インドネシアの子どもへのアンケート

質問事項 回　　答

①自分の国は好きですか？ 　　ア　はい　　イ　いいえ　　ウ　分からない

   「好き」と答えた人はどんなところがすきですか？

   「いいえ」と答えた人はどんなところがすきでない
   のですか？

②自分の国の文化を単語で紹介してください
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資料３．インドネシアアンケート（結果）

⑮自分のいいところを書いてください

⑬日本を知っていますか？
   （インドネシア）

⑭知っている人はどんなイメージが
   あるか、単語で書いてください

⑭自分のことを好きですか？

⑥勉強は好きですか？

⑫将来、なりたいもの（職業）が
   ありますか？

⑨一番好きな遊びは何ですか？

⑩いま、一番欲しいものは何で
   すか？

⑪なぜそれが欲しいのですか？

⑯環境問題に関して、思っているこ
   と、知っていることを書いてください

　　　質問事項

①自分の国は好きですか？

②「好き」と答えた人はどんなところ
   がすきですか？

③「いいえ」と答えた人はどんなとこ
   ろがすきでないのですか？

④自分の国の文化を単語で紹介
   してください

　　具体的に何ですか？

⑦一番好きな教科は何ですか？

⑧嫌いな教科は何ですか？

⑤一番大切にしているもの（人）を
   教えてください

 インドネシアの子ども(1５歳)        日本の子ども(1５歳)

はい（８８％）　　いいえ（１２%)
はい（７８％）　　いいえ（1%)
分からない（１１％）

生まれた国だから
美しいところ
多くの文化がある
友好的

雨期と乾期しかないから
汚職がある　　　　公害がある

文化　　食べもの　　ダンス
伝統　　バリ島

戦争をしないところ・平和　文化
ご飯がおいしい　治安がよい
好きなことができる・自由
景色　親切な人が多い

命を大切にしない人が多い
犯罪がある

和　着物　茶道　華道　演歌　畳
お米　おすし　漫画　日本舞踊
お正月　能楽　神社　伝統　七夕

家族（４０％）　友達（３６％）
人（９％）　犬（５％）お金（５％）
なし（３％）　愛（２％）

はい（２６％）　　いいえ（５７%)
どちらでもない（１３％）

体育（３６％）　数学（２３％）
国語（１５％）　英語（１２％）
音楽（６％）　　理科（５％）

数学（３２％）　社会（２５％）
理科（１５％）　国語（１４％）
英語（１０％）

おにごっこ（２５％）ゲーム（１８％）
ドッヂボール（１５％） パソコン
（９％）　　カラオケ（９％）　テレビ
（５％）　    サッカー（５％）

お金　　服　ドラえもん　時間
ゲーム　パソコン　犬　　本
アイドルのもの　学力　 愛

好きだから　　何でも買えるから
便利だから　　ないから

家族（５２％）　友達（２５％）
母（２０％）　　　父（３％）

はい（９７％）　　いいえ（３%)

数学（２５％）　地理（１５％）
生物（１５％）　歴史（１２％）

数学（２３％）　歴史（２２％）
英語（２２％）　地理（１１％）

フットボール（３２％）
バスケット（１６％） ゲーム（１６％）
バドミントン（１５％） 運転（１１％）

インドネシアの発展　　親孝行
スリムな体型　　幸せ　　チェス
バスケット　コンピューター　お金

好きだから　　幸せにするから

はい（９８％）　　無回答（２%)

はい（１００％）

経済　　お金　　いい車　白い肌
文化（着物・さくら・雪・漫画）
スマート

はい（１００％）

医者　フットボール選手　ナース
エンジニア　アーティスト　先生
モデル　パティシエ

ある（８５％）　わからない（１０％）
ない（５％）

はい（１００％）

暑い　　貧しいが人が温かい
カレー　　ゾウ　明るい　森林伐採

分からない/どちらでもない(46%)
きらい（３４％）　　好き（２０％）

フットボールが上手い　親切
思いやりがある　　健康　　勤勉
ハンサム　　スマート　分からない

明るい　　前向き　社交的　素直
あきらめない　　負けずぎらい
やさしい　分からない　ない

真剣に取り組んでいない　無関心
逃げ腰　　　汚い　　温暖化
犯罪　拡大

地球温暖化（７０％）
自然破壊（１０％）
生態系の乱れ（８％）
絶滅種（５％）　　ゴミ（４％）
リサイクル（３％）
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『 インドネシアを知る 』 『 インドネシアのストリートチルドレン 』 

 

学校名・名前 ： 神戸市立六甲アイランド高等学校 ・ 岩本 芳仁 

実践教科 ： 公民（国際関係学） 

指導時数  ： ４時間 

対象学年  ： 高校２年生  対象人数 ： １９人 

１．カリキュラム 

（１）実践の目的 
南北問題やそこから派生する世界の諸問題を学習するにあたり、日本と密接な国であるインドネシア

を通して、開発途上国の現状を学ぶ。 

さらに国際協力のあり方や重要性について考えるきっかけづくりとする。 

 

（２）授業の構成  
 

時限・テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材 

１時限目 

インドネシアを知る① 

・インドネシアの地理的概要 

＊島嶼国であること、イスラム教徒が大半を占

めることなどを理解させる。 

・インドネシアの歴史 

 ＊かつてはオランダの植民地であったことや、

これが現在の複雑な国境線になっているこ

となど理解させる。 

・国旗の意味するものを説明する。 

・インドネシアの産業を、日米などと比較して考え

る。 

・世界地図 

・インドネシア地図 

・教材プリント 

２時限目 

インドネシアを知る② 

・写真のスライドを見せながら説明。 

首都ジャカルタの二つの顔（旧態依然の面、近

代化されている面）を伝える 

・訪問地の写真や土産品を見せながら、現地の

様子などを説明。 

・世界遺産であるボロブドゥール、プランバナンを

紹介。 

・ＯＤＡなど、日本とインドネシアとの親密な関係

を理解させる。 

・写真 

（パワーポイント） 

・インドネシアの土産 

（竹ペン・しおり・ 

キーホルダーなど）  

３時限目 

インドネシアのストリート

チルドレン 

  

・ストリートチルドレンについて知っていることを述

べさせる。 

・インドネシアのストリートチルドレンの現状につ

いて写真を交えて説明。 

自分たちと同じ世代の青少年が置かれている

現状を知るとともに、その原因を理解させる。 

＊国際協力への姿勢、問題解決への姿勢を

養うきっかけとする。 

・ペーパークラフトの写真立てや写真を見せ、授

産施設の活動などを説明。 

・写真 

（パワーポイント） 

・ペーパークラフト 

3-7 岩本 芳仁 
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４時限目 

ストリートチルドレンに 

ついて考える 

・インドネシア以外の国々についてもストリートチ

ルドレンの現状を説明 

・説明をうけて考えながらワークシートへの記述

をする。 

・ストリートチルドレンについての課題、支援のあ

り方などを考えさせる 

・ＮＨＫＴＶビデオ 

・教材プリント 

・ワークシート 

 

２．授業の詳細 

１時限目 「インドネシアを知る①」 

 

１．インドネシアの国是である「多様性のなかの統一」とは 

多宗教・他民族・多言語、さらに約１万４，０００の島々からなる複雑な国土に暮らす人々が、いかに

国家としてのまとまりを築いているかを説明する 

 

２．インドネシア国旗を示し、その意味を説明。 

＊日章旗の意味もするところも説明し、その共通性なども伝える。 

 
 

３．インドネシアの歴史（植民地時代）を「概略年表」で簡潔に説明  

インドネシア植民地年表 

1598 オランダ人、ファン・ネック上陸 

1602 東インド会社設立 

1610 ジャカルタにオランダ商館設立 

         香料 → コーヒー、砂糖、インド藍 

1641 オランダの占領 ～ 植民地化 

1800 東インド会社閉鎖 

1814 オランダ国王を最高支配者に植民地支配復活 

「強制栽培制度」導入 (1830～) 

1926 反オランダの民族蜂起 １ヶ月で鎮圧     

1942 日本軍の占領 

1945 インドネシア共和国として独立（スカルノ大統領） 

 

＊インドネシアはかつてオランダの植民地であったこと、太平洋戦争時は日本が占領し、終戦後

（８月１７日）に独立したことなどを伝える。 
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４．インドネシアの概略を説明 

・面積…1,905,000 ㎢（日本の約５倍） （2005 年） 

１万 3,677 の島からなる島嶼国 

・人口…２億 2,278 万人（世界第４位） （2005 年） 

・首都…ジャカルタ 

・独立…１９４５年８月１７日 

・言語…インドネシア語（他２５０以上の言語） 

・宗教…国民の約８０％がイスラム教（信者の数が世界最大のイスラム国） （２００５年） 

 

５．日本・アメリカ・ニュージーランドとの産業別人口比較 

  

  

  

  

  

 

（２００５年）   

 

＊ 修学旅行でファームステイを体験し、農業国のイメージが強いニュージーランドと比較し、インド

ネシアの第１次産業人口の多さに注目させる。 

  

２時限目 「インドネシアを知る②」 

パワーポイントのスライドで撮影した写真を示しながら説明を加え、インドネシアへの理解を深めさせる。 

１．ジャカルタ…高層ビルも建ち、官庁街やデパートなどのショッピングセンターなど日本の都市と変わら

ない一面を持つ首都 → 生徒が想像する開発途上国のイメージとは違った部分 

２．バイクの多さについて考えさせる 

国民の大半がマイカーを所持するまでに至らない所得 

＊バイクも日本円にして約２０万円（インドネシアでは公立学校教師の給与の１０ヶ月分に匹敵する） 

また、鉄道が発達しておらずバイクは交通機関の主となっている 

３．町には屋台が多いのはなぜかを考えさせる 

  仕事が少なく、企業に勤める労働者は少ない。すぐに現金収入が期待できる屋台を出し、日々の生 

活費を稼いでいる。しかも屋台は営業許可を必要としない。 

４．インドネシア（ジャワ島）の世界遺産 

  「世界遺産」とは何かを説明 

ボロブドゥールとプランバナンを紹介する 

 

〔ボロブドゥール〕 

・世界最大の大乗仏教遺跡 

・時代…７７０～８３０年頃 

・語源…ボロブドゥール＝「丘の上の僧房」 

・１８１４年 トーマス・ラッフルズ（瑛）が発見 

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

国  名 第１次産業 第２次産業 第３次産業

インドネシア ４４．３％ １８．６％ ３７．１％ 

日  本 ４．６％ ２８．８％ ６５．６％ 

アメリカ ２．５％ ２０．８％ ７６．７％ 

ニュージーランド ８．２％ ２１．９％ ６９．８％ 
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 〔プランバナン〕                                  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５．日本のＯＤＡ 

 現在、日本の最大の援助国はインドネシアであることを説明、また、なぜインドネシアへ巨額のＯＤＡが

なされるのかを理解させる。 

  

◇ ＯＤＡ 日本が最大援助国である国 （２００３年 単位百万ドル） 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

【授業に対する生徒の反応】 
 首都ジャカルタのデパートや高層ビルなどは、生徒が抱くインドネシアのイメージとは、かけ離れていた

ようである。また、中学生が携帯電話を所持していることや就学率の高さなども意外なことのようである。 

 

～所感～ 
 「開発途上国」の国々に対して、その言葉からイメージするものは、現状の１０～２０年前の姿を想像す

る傾向が多い。（かつての韓国や現在の中国などもそのような傾向にあったと思う。） 

ジャワ島のみではあるが、インドネシアの現在の姿、最新の情報をできるだけ克明に伝えられるようにこ

ころがけた。  

  

３時限目 「インドネシアのストリートチルドレン」 

１．ストリートチルドレンについて、生徒の予備知識を出し合わせる 

２．ストリートチルドレンの生まれる背景について説明する。 

３．訪問した施設でのストリートチルドレン達との交流を写真を示しながら生徒達に伝える 

インタビュー内容（「楽しみは？」「将来の夢は？」など）も活用する（概要は以下のとおり） 

 

ストリートチルドレン授産施設 

近年、増加傾向にあるストリートチルドレンに対して、収容施設、授産施設の建設が急務。 

訪問した施設では９～１７歳の９名が生活（訪問日は５人）。 

男女別に生活（女子は別の施設に）。 

＊ ２００６年 ＪＩＣＡの協力終了 → ４５人を９グループに分け、各施設に入所しているチルドレン 

（ペーパーアート、バイク整備の専門学校通学など）  

【１日の生活】 

６時起床 

７時登校 

午前で学校終了 

順位 国 名 金  額 シェア 

① インドネシア １，１４１．７８ ７３．６％ 

② 中  国 ７５９．７２ ６６．７％ 

③ フィリピン ５２９．７２ ７５．１％ 

④ ベトナム ４８４．２４ ５０．０％ 

⑤ パキスタン ２６６．２２ ４９．６％ 

・ヒンドゥー教寺院 

・時代…８５８～９００年頃         

・語源…プランバナン＝「たくさんの僧侶」 

・２２４の石造寺院群 

・１５４９年 大地震で大破 
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１５:３０～１６:００帰宅 ⇒ 疲れていなければ、バナナの木伐採。 

（リサイクル材料として売却するため） 

                  疲れている時は、ペーパーアートの作業。 

 

ペーパーアート ： ＮＧＯ支援＝３年間の活動後、コンサルが入り、JICA の支援へ。 

              バナナの皮、たまねぎ、湖の草などで試作を重ねる。 

＊当初よりできばえは上々。今では、ボルネオ島まで出向き研修を行っている。 

（現在は他所で作成指導から、教える立場になっている。） 

   ただし、百貨店に卸せるほどの商品ではなく、きちんとした販売ルートは確立されていない。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

【通訳・エンドロ氏の話】 

・ストリートチルドレンは、2000 年ごろから増えだした。 

・施設に入っていない子どもたちの背後には、「組織」があり、物乞いで稼がされているケースも多

い。 

・食事はあてがわれるようだが、稼ぎが悪いと抜かれたり、虐待されたりで過酷。以前、抜け出そう

とした子が「組織」に殺されたケースもあるらしい。） 

  ・乳飲み子を抱えた女性の物乞いは、赤ん坊は実子でない場合が多い。これも「組織」下にいるよ

うだ。 

  

４時限目 「ストリートチルドレンについて考える」 

１．インドネシアのストリートチルドレンについて、学習した内容をさらに広げて、他地域のストリートチ

ルドレンについても考え、理解を深める。 

２．ストリートチルドレンに対する課題を見いだし、自分たちにもできる支援活動を考えてみる。  

  

【授業に対する生徒の反応】 
 ストリートチルドレンは孤児ばかりだと思っていたようである。授産施設など支援活動はなされている

が、インドネシア政府の支援は不十分であるという印象も。ストリートチルドレン達が自らの力で自立

しようとする姿は、同世代の彼らにも印象深いようである。 

 

～所感～ 
 ストリートチルドレンの存在は知っているが、原因や実情については、よくわからないという生徒が多

かった。 

自分たちにできる支援活動として、多くの生徒は“募金活動”をあげたが、「現状を知り、知識を広

げ、人に伝えていくことも立派な支援活動である。」ということを説明したらそれにも納得の様子。 

  

３．成果と課題 
 これまでインドネシアについて学習する機会は皆無であり、生徒の大半は「暑い国」、「アジアの開発

途上国」くらいのイメージしか持たなかったが、インドネシアの伸びゆく面や、逆に抱え続ける課題などを

伝えられたと思う。 
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授業で諸外国の実情を取りあげる場合、実際に自分が足を運び、目で見て、現地の方々から話を

聞くということが、いかに内容の濃いものになるかと実感した。 

また、戦時中、戦後における日本との密接な関係を理解することは、平和教育や国際協力などにつな

げるうえで、重要事項としてとらえた。 

 教材の扱い方やこちらの話し方によっては、インドネシアのみならず、開発途上国に対する誤った知

識、偏見を生み出すことにもなりかねない。生徒たちに正確な情報を与え、問題解決の姿勢を養い、

広い視野に立った国際感覚の豊かな生徒を育てることで、教師海外研修に参加した意義もあろうか

と思う次第である。 
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『 豊かさとはなんだろう ～インドネシアを通してみえるもの～ 』 

 

学校名・名前 ： 兵庫県立加古川南高等学校 ・ 藤川 綾香 

実践教科 ： 社会福祉基礎 

指導時数  ： １０時間 

対象学年  ： 高校２年生  対象人数 ： １９人 

 

１．カリキュラム 

（１）実践の目的 

兵庫県内の外国人登録者数は、１０万人以上、加古川では２，３１４人となり、本校にも在日韓国

人の生徒や、母親が外国人である生徒も在籍している。本校は総合学科で「異文化理解」という授

業があったり、国際交流が行われており、生徒たちは国際交流や異文化理解に漠然とではあるが

興味をもっている。ちょうど２年次の１１月にマレーシア修学旅行を控えていたので、私の担当する

福祉の授業で、日本とインドネシアとの関わりを通して児童福祉や災害支援をテーマに授業したい

と考えた。「外国＝先進諸国」というイメージを持つ生徒も少なくないが、決してマイナスイメージを持

たせることなく、開発途上国の現状と高校生にできることを考えさせたい。 

具体的には、社会福祉基礎の授業で豊かさをテーマに開発途上国の状況についてとりあげたい。

福祉は、すべての人々が幸せに暮らすことを目標に考える教科である。今回の研修で私自身が経

験したことを通し、豊さ＝幸せではないこと、貧しさ＝不幸ではないことを生徒たちに伝え、高校生と

して国際社会の抱える問題に何らかの形で参加できることを考えさせたい。一つには、インドネシア

の地震後の状況を伝え、身体障害者となられた方への支援のありかたについて考えさせ、日本の

障害者への援助と比較させて、自分たちの置かれている状況を見直すきっかけにさせたい。もう一

つには、ストリートチルドレンの支援施設について学習し、世界には搾取され労働を強いられる子ど

もたちがいることや「子どもの権利条約」について触れたい。 

そして、今までの自分の生活を振り返り、生徒たちが「当たり前」と感じ行ってきていることが、実

は当たり前ではないことや、貧困の中で命さえも危ぶまれる生活を送っている人々もいることを知ら

せたい。そして、高校生としてできることを考えさせたい。 

 

（２）授業の構成 

 

時限・テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材 

１時限目 

フォトランゲージ 

「地球家族」 

・班ごとに異なる２カ国の写真「地球家族」の写真を用

いて、世界中の暮らしを想像し、豊かさとは何かにつ

いて考える導入にする。 

ﾌｫﾄﾗﾝｹﾞｰｼﾞ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

3-8 藤川 綾香 
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２時限目 

インドネシアを知る 

「インドネシアのはてな？

とびっくり！」 

・ＰＰＴ「インドネシアのはてな？とびっくり！」を用いクイ

ズ形式で地理、人口、気候、服装、食生活、言語、教

育制度、日常生活について紹介する。 

PPT・ﾜｰｸｼｰﾄ・ 

国旗・ｼﾞﾙﾊﾞﾌﾞ・ 

ｻﾝﾊﾞﾙｿｰｽ 

３時間目 

他の文化を知るというこ

とは？ 

・インドネシアのゲシアン村の交流会・ホームビジットで

異文化交流をした内容を紹介する。 

・自分たちが日本について紹介するなら何を紹介する

か、また異文化を理解するのに必要なことを考えさ

せ、ユネスコの憲章序文を読む。 

ＰＰＴ 

４時間目 

世界がもし１００人の村 

だったら 

・「世界がもし１００人の村だったら」をシュミレーション

する。 

・世界中に多様な文化や言語を持つ人が住んでいるこ

と、大きな貧富の差があること等、本の中に書かれ

ていることを体験的に学ばせ、日本はどこに位置す

るかを考えさせる。 

PPT・ひも・ 

ジュース・紙コップ

等 

５・６時間目 

貿易ゲーム 

・貿易ゲームを通し貧富の差の原因や解決策を考えさ

せる。（南北格差／自由貿易や市場価値の変化／

移住労働者／援助について） 

PPT・はさみ・ 

定規・コンパス等 

７・８時間目 

支援とはなんだろう 

・インドネシアでの地震によって、下半身麻痺になられ

たお二人を通して、具体的な援助の事例について学

ぶ。 

・インタビューや写真から想像できるニーズを考えさせ

る。 

・必要な支援はどんなものかを考えさせ、ＪＩＣＡのビデ

オを見て実際にあった援助を知らせる。 

・看護師さんに伺ったお話の DVD を見せる。 

PPT・ 

DVD・ﾜｰｸｼｰﾄ 

９・10 時限目 

インドネシアの子どもたち

と子どもの権利条約 

・ストリートチルドレンとは何かについて学習させる。 

・ストリートチルドレンの施設について知らせる。 

・子どもの権利条約に関するワークショップを行う。 

ＰＰＴ･ﾜｰｸｼｰﾄ 

※ なお、２時間目ＰＰＴ「インドネシアのはてな？とびっくり！」は、少し内容を変えて、修学旅行前のＬＨ

Ｒにおいて担任するクラスで、事前学習として４０人を対象に授業を行った。 

 

２．授業の詳細 

１時限目 「フォトランゲージ『地球家族』」 

「豊かさとは何か」の導入として「地球家族」を

使用し授業を行った。世界の普通の暮らしに目を

向けさせ、異なる２カ国（先進諸国と開発途上国）

の写真をみて、気づくことを記述し、班ごとにまと 

 

 

めた。「豊か」と思うのはどちらか、またその理由

も考え、各班ごとに発表させた。さらに日本の写

真を見て、感じたことを考えた後、豊かさとは何か、

自分の言葉で記入させた。ここでは、でできた答
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えについて言及せずに終わり、これから考えてい

くことを告げて導入とした。 

【生徒が考えた「豊かさ」】 

・ みんながお互いに支えあって生きていく

ことができたら、それでいいと思う。不自

由があっても生活ができたら十分豊かだ

と思う。日本の暮らしは豊かというより贅

沢かもしれない。それで慣れていると不

自由な生活は無理だろう。 

・ 国によって豊かさは違うけれど、その国

に住んでいる人が幸せと思っていたら、

豊かだと思う。たとえ貯金が無くても楽し

く暮らせているなら良いと思います。 

・ 欲を言えば、清潔とか食べ物に困らない

とかいろいろ出てくるけど、自分が豊か

だと思ったら他の人から見て、貧乏でも

豊かだと思う。 

・ 自分が幸せかどうかで決まる。物も大切

だけど、生活が充実するのも大切だと思

う。笑って写真に写っている、この人たち

みたいな生活が本当に豊かなのかも。 

・ 豊かって何やろなあって改めて思った。

きっと「豊か」＝「幸せ」って別につながっ

てないんだろうな。物があるから豊かと

か、何も周りにないから豊かじゃないっ

てことは絶対無いと思う。「豊か」という

言葉をこれってひとつで説明できないん

だと思った。 

 

２時限目 「インドネシアを知る『インドネシアの

はてな？とびっくり！』」 

まず、インドネシアと聞いて連想することをたく

さん発表させた。暑い、バナナ、森、島、熱帯雨林、

宗教、田舎、黄色人種、地震、果物、貧困、ブラッ

クタイガーの輸入、イスラム教、食べ物が甘そう

などのような言葉がでてきたが、あまり詳しくはわ

からない、というのが正直なところだった。その後、

PPT やワークシートを使用して、クイズ形式でイン

ドネシアの学校生活、宗教、習慣、食生活につい

て紹介した。パワーポイントだけでなく、地図や国

旗、実物のジルバブを用いてイスラム教の女性

の服装、サンバルソースを用いて食生活を紹介し

た。 

修学旅行で訪問するマレーシアと似ている部

分が多く、宗教や服装、食べ物のことにとても興

味をもって聞いていた。また、マレー語と似ている

インドネシア語についても紹介した。生徒と年齢

の近い子どもたちの写真を見せ、教育制度や学

校生活について紹介した。最後に、インドネシア

の子どもたちにとった同じアンケートをして、どう

答えるか想像してもらった。 

この授業は、生徒たちはとても反応がよく、積

極的にクイズに答えたり、「へー」と感心し、子ども

の写真をみては「かわいいなあ」と言っていた。生

徒たちは、修学旅行の事前学習としてマレーシア

については学んでいるため、隣の国のインドネシ

アに親しみやすさは感じても、「実は意外に何も

知らないんだなあ」と話していた。 

 

ＰＰＴ「インドネシアのはてな？とびっくり！」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校編

③ 学校には給食がある

NO

インドネシアのはてな？とびっくり！ 屋台がある！ 授業は昼まで



 103

私も持っています

学校編

③ 学校の制服は、曜日によって
全国で決まっている

ＹＥＳ

インドネシアのはてな？とびっくり！ 金曜日はお祈りできる格好に

中学校 保育園

ちなみに女性の服装は？

 

 

 

 

 

 

 

 

３時限目 「他の文化を知るということ」 

インドネシアのゲシアン村で交流したことを紹

介して異文化理解とは何か考えさせた。小学校

だけでなく、中学校でもソーラン節を踊ったこと、

見てくれる人はみんな好意的だったことなどを伝

えた。ソーラン節以外に、習字・折り紙・すもう・お

手玉・紙風船等をインドネシアの子どもたちに紹

介したことを伝えた。ホームビジットでインドネシ

アの子どもの遊びについて教えてもらっている動

画や、茶道を紹介している動画を見せた。インド

ネシアの子どもの遊びをみて、「ケンケンパ－に

似てるなあ」とか「私らもこんな遊びやったで」と、

言っていた。また私がたてたお茶を飲んでいるイ

ンドネシアの子どもたちを見ながら、「私も苦くて

飲まれへんのに、一生懸命飲んでるなあ。」とか、

「先生良かったやん。」と口々に言っていた。 

次に、インドネシアのあちこちで見つけた「日

本」を写真で紹介した。ドラえもんの漫画やＣＤ、

日本企業の看板などがあることを話すと、驚いて

いた。もし、自分たちが日本について紹介するな

ら、何を紹介するか考えさせたが、難しそうにして

いた。そして異文化を理解するのに必要なことは

何か考えさせた。文化に優劣がつけられる？との

問いには、みんなそろってＮＯと言ったが、自分た

ちと違う生活習慣をどれだけ受け入れるだろう

か？と聞くと、わからない、と答えていた。最後に、

教科書にあるユネスコ憲章の序文を読み、相互

の風習と生活を知ろうと努力することがなぜ大切

なのかまとめた。最後の部分は、生徒たちから引

き出したかったが、言葉の解説をしながら説明を

していった。 

 

４時限目 「世界がもし 100 人の村だったら」 

世界中に多様な文化や言語を持つ人が住み、

そこには大きな貧富の差があることが本の中に

書かれており、それを体験的に学ばせ、日本はど

こに位置するかを考えさせる。世界の人口や男

女比をみて、開発途上国と先進国の男女比の違

いが何に起因しているか考えさせる。人口のなか

に占める高齢者、若年者の構成に気づかせる。

大陸ごとの人口密度の違いや人口の 8 割は開発

途上国に住んでいることを認識させる。世界には

多様な言語が存在することを実感させ、少数言語

が世界から消えていく現状を知らせる。どのよう

な国で識字率が低いのか、それはなぜかを考え

させ、実際貧しい開発途上国に暮らす人々は、非

識字者である場合が多いことにも触れる。世界全

体の富の配分が、どのくらい不公平であるかを体

日本のトイレとどこがちがう？
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験させる。特に富が先進国に集中し、開発途上

国では、多くの人口で少ない富をさらに配分しな

ければならないことに気づかせる。 

【生徒の感想】 

・ どれだけ自分が“世界”の国についてあ

いまいに見てきたかを改めて感じた。言

葉だけじゃ伝わらない部分ってたくさん

あると思った。体験することで身近に感

じることができた。 

・ このゲームの中では、どこが豊かでどこ

が貧しいか、私たちは分かったけど、ど

の国の人も自分を貧しいと思っていると

は限らない。 

・ 貧富の差を感じた。世界中の富を全員

でわけるとちょうどになるのに。 

・ 平和だ平等だといいながら全く違うと思

う。今日のご飯にも困る国の人がいた。 

・ いろんな国について色んなことを知るこ

とができた。私たちが住んでいる日本は、

他の国に比べて、子どもは学校へ行け

ているし、文字も読めるし、食べ物にも

困っていないので、すごく幸せなんだと

感じました。世界には色んな問題がある

んだと分かりました。 

 

ＰＰＴ「世界がもし１００人の村だったら」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

５・６時限目 「貿易ゲーム」 

前時に１００人村のワークショップで体験した貧

富の差はどこからくるのかを貿易ゲームを通して

体験的に学ばせる。渡された袋の中に入ってい

たものから南北格差を考えさせる。道具がそろっ

ていたところは、始終優位だったことが何を意味

するか考えさせる。次に、市場価格の変化につい

て、急に製品の値段が変わることで体験したこと

を振り返らせる。市場のニーズが変化することは、

現実社会ではバナナやコーヒー、砂糖などを表し

ており、開発途上国が外貨を獲得するために作

っていたものが、価格が下落し大打撃をうけるこ

とを意味することを確認する。他のグループで作

業した人が、手間賃をもらって他のグループで作

業することが、移住労働者にあたること、先進国

への「出稼ぎ」を意味することを知らせ、フィリピン

やスリランカなどは国が積極的に送り出している

ことも触れる。他から助けられたことについて、ど

んな助けがあったかを振り返らせ、どんな助けが

必要か、国際協力のありかたについて触れておく。

次時では具体的な援助について学習することを

知らせる。 

【生徒の感想】 

・ 貧しいチームだったから大変だった。途

中で嫌になったが効率よく生産する方法

を考えた。他のチームがうらやましくなっ

た。仕事ができるとやる気が出てきた。 

・ 裕福なチームは、もっともっと稼げる仕

組みになっていると思う。先進国は他の

国に目を向けるべき。 

・ 技術があるのとないのとで、チームの格

差が大きいと思った。他のチームと貸し

たり借りたりして作業することができたか

ら、援助してもらうありがたさを感じた。

７）世界の富は誰が持っている？

シャンパングラスの世界

最富裕層

最貧困層
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そういうのは大切だなって思った。 

・ 私たちのチームは、人は多いけど技術

がないので何もできなかった。だから先

進国チームに技術を少しずつもらった時、

とても嬉しかった。これが必要とされる援

助なんだなあと思った。 

 

７・８時限目 「『支援』とはなんだろう」 

 100 人村や貿易ゲームを通して、世界全体に目

を向けることができるようになった後、インドネシ

アでの地震について学習を進める。シアンさん、

サルジウムさんの事例を写真や DVD を通し、お

かれている状況を想像し、インタビューを読む。シ

アンさんを支えたものは何だったかを考える。シ

アンさん、サルジウムさんを取り巻く困難な状況

を考え、必要な援助はどんなことか考える。自分

がもしインドネシアに行ってお二人を助ける立場

になったら、何を援助するかを考える。日本から

は、実際にどんな援助があったかを知る。 

シアンさんについては、暮らしやすい家や、必

要な福祉用具について目を向けさせる。強い精

神力で、リハビリを続けたシアンさんにとって、宗

教や家族が精神的な支えであったことを知らせる。

また、日本の障害者や高齢者の状況と比べてみ

る。 

 次に、サルジウムさんをシアンさんと比較して、

精神的な支えについて考えさせる。収入を得るこ

とができないサルジウムさんへの援助はどうすれ

ばよいか考えさせる。前回の貿易ゲームで考え

た適切な援助とは、お金を渡すことだけではない

ことを振り返らせる。また、リハビリや麻痺に対す

る知識の大切さを知らせる。 

ＪＩＣＡのビデオを見せて、実際にはどんな援助

があったかを知らせる。援助について振り返り、

日本が行っている援助について学ぶ。貧富の差

を越えて、世界の人々がよりよく暮らすために、で

きることを見直す。 

看護師さんと栄養士さんに伺ったお話を最後

に触れる。評論するだけでなく、自分に何が出来

るかを考えさせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「支援について考えよう」で生徒の話し合っている様子 
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「支援について考えよう」でのワークシート 

【生徒の感想】 

・ テレビで間接的にしか知らなかったので、

びっくりしました。まだいまだにたくさんの

人が不自由をしながら生活しているだな

んて考えたこともありませんでした。むし

ろ、もう終わったことだとばかり思ってい

ました。勉強した中で出てきた二人の人

は今どうしているのかとても気になりま

す。あの一瞬の出来事で家族を失ったり、

家が無くなったり、家に帰ることがトラウ

マになったり、自分の自由が利かなくな

ったり。私たちが何も知らずに生活して

いる間にも、インドネシアの被災された

人は良くなることを信じて毎日生活して

いるんだと思うと悲しい気持ちになりまし

た。 

・ 地震のことは怖かったけど、勉強しても

っとわかりました。地震によって家族をな

くす苦しみと、自分の心身の自由をなく

す苦しみ、常に怖さと戦う苦しみ・・・とて

もつらく苦しいと思います。でも今の自分

にはどうすることもできない、だから日本 

 

のように豊かで贅沢な暮らしをしている人

が寄付したり援助する方法があるんだと

思いました。そんな辛さを支えるのは、家

族であり友人であり、援助なんだと改めて

思いました。私たちは少しのことで、「嫌や

～」と言ってしまうけど、世界に目を向ける

と本当に贅沢な暮らしだと思います。まだ

インドネシアの復旧にむけての作業は続く

と思うけど、前よりも少しでも良い暮らしが

できるようになってほしいです。とても興味

のある勉強ができて良かったです。 

・ 地震が怖くてテントで住んでいたり、体が

不自由でもみんな強く生きている、と思った。

子どもたちも目がキラキラしていて、わたし

達日本人は、生活は豊かだけど、こんな風

に強く生きているかなあと考えさせられた。

豊かさっていうのはモノだけじゃないよな、

と思う。もっと他の国に目をむけていきたい

と思った。（中略）そして今ある豊かさに感

謝して生活していきたい。 
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援助について考えよう
～インドネシアの被災地を通して～

社会福祉基礎
お一人目・・・シアンさん

・ 大地震はインドネシアの人々に体の傷

だけでなく、心の傷も残していったことが

分かりました。それを援助しにインドネシ

アへ行っている人はすごいと思います。

生活の支援や床ずれの治療、働いて収

入を得るようなサポート・・・、モノをあげ

ておしまい、ではなくて自立していくまで

の支援というのはやっぱり大変だと思い

ます。そして、麻痺に対する知識があま

りないと聞いたのは驚きました。薬では

麻痺は治らないと知らなかったということ

に対しては、病気に対しての知識をつけ

る支援をしていけばいいんじゃないかと

思いました。私は、これまで知らなかっ

たことが分かったし、どういう状況にある

のかもわかったので、自分は何が出来

るか考えていきたいと思いました。 

・ 一番最初に思ったのは、地震って本当

に怖いな、ということ。二人の女性につ

いて学んで、私たちがどれほど不自由な

く安全に暮らしているかを改めて実感し

ました。二人とも足が不自由で車いす生

活をしているけど、買い物や家事などと

ても大変そうです。シアンさんは家の入

り口に段差があるし、家族と離れて暮ら

すことは不安だと思います。それから、

サルジウムさんは入院できないことも辛

いと思います。助けが必要なときに助け

てもらえないのは悲しいと思います。こう

いう人のためにホームヘルパーがいた

り補助具が給付されたり日本のようにな

ればいいのにと思います。 

・ 体が不自由になっても、協力隊の人が

ひらいた運動会があったりして、人生を

あきらめたらいけないな、と思いました。

世界には貧富の差があって、困難はあ

るけれど、ビデオを見て、がんばろう、と

いう気になりました。 

・ 私はこの授業で、ものすごく貧富の差を

感じました。私の将来の夢の中にも、看

護師になって、貧しい国へ行って、一緒

に生活して、助けたいと思う部分もあっ

たので、こういうことが知れて良かったで

す。私だったら、やっぱり医療的な援助

はもちろん、一緒にお話をしたり、歌を歌

ったり、その人の好きなことをしたり心の

中も重視して少しでも笑顔になるように

してあげたい。病院に行けたら安心でき

ると思いました。あの看護師さんは、イン

ドネシアの人を助けに出たのは、本当に

すごいと思いました。 

 

PPT「支援について考えよう」から抜粋 
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サルジウムさんは

家の
周りに

裏には大き
な家々が

シアンさんは

地震の時のお話を伺いました。紹介します。

養護学校で働いて
います

考えてみよう
この人には、

どんなことに困って
いるだろう？

考えてみよう
この人には、

どんなことに困って
いる？

お二人目・・・サルジウムさん

青年海外協力隊の方のお話から

ストリートチルドレン支援施設
インドネシアの

ジャカルタ

これは何をしているでしょう？ 子どもの権利について考えてみよう

世界中には、貧困などの原因により、子どもの権利
が守られていない状況もある

 

９・１０時限目 「インドネシアの子どもたち」 

「子どもの権利条約」 「子どもの幸せとは」 

PPT を使って、インドネシアのストリートチルド

レンの支援施設について紹介する。なぜ、このよ

うな施設があるのか、ストリートチルドレンとはど

のような子どもたちかを説明する。また、ＮＧＯと

JICA の取り組みについて紹介する。 

その後、子どもの権利条約について、グループ

ワークを通して考えさせる。子どもたちがほしい

物、必要であるものをもとに、子どもの権利につ

いて定義する。子どもの権利条約を読む。 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】 

・ 親が子どもを路上で働かせなければな

らない状況にある国というのは、本当に 

無残だと思う。子どもが一人一人生きる

上で大切なこと（単に生存するだけでな

く、教育や愛情、意見を聞いてもらうこと

など）が、結構あることがわかった。 

・ 今日考えた子どもの権利一つ一つが、

世界中の子ども一人一人にあれば、死

んでしまう子どもはいないだろうと思いま

した。 

・ 特に貧しい国の子どもは弱い立場で、大

人の都合で権利を勝手に決められがち

やけど、それはおかしいこと。 

 

PPT「インドネシアの子どもたちと子どもの権利条約」より抜粋 
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番外編 

１． フードデザイン「マレー（風）料理を作ろ

う！ 

～ナシゴレン・サテアヤム～」 

２． 時間数：３時間 

３． 対象学年：２年 

４． 対象人数：フードデザイン選択者３７名  

 

マレーシアへ修学旅行に行く前に、ナシゴレン

やサテアヤム作りを行った。ココナッツミルクや、

スイートチリソース、ピーナツバターなど普段料理

には使わない調味料をおそるおそるなめている

生徒もいた。作った料理は、他教科の先生に試

食していただいた。家 庭科では 、３Ｆ (Food 、

Fashion、Festival)のうち Food、Fashion の二つを

テーマに授業できる教科なので国際理解教育の

導入として最適だと感じるが、一方でどう展開して

いくかが大きなポイントになると思う。その国や地

域固有の食文化が、発達してきた背景や歴史、

生活習慣などを生徒たちにどう考えさせていくの

かが重要だが、今回はそこまでせずに終わって

いる。生徒の感想の中には、そこにつなげていく

ようなものもあったので、今後の課題としたい。 

 

    

調理実習で作ったナシゴレンなど   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習で作ったナシゴレンを食べている生徒 

 

【生徒の感想】 

・ 初めて外国の料理を作って、日本にはない調

味料を使うんだなと思いました。でも思ってい

たよりおいしくてびっくりしました。ナシゴレンは、

日本の炒飯よりも濃い味で、おいしかったです。

サテアヤムは、日本でいう焼き鳥で、オーブン

で焼くと聞いてびっくりでした。カレーとココナッ

ツの味がすごくあったけど、パリパリしていて、

おいしかったです。日本とはまた違った味で少

し味が濃かったけど、おいしくできて良かったで

す。こんな料理ならマレーシアに行っても、食

べられるんじゃないかと思いました。向こうに行

って、食べ比べてみたいです。 

・ 今日、私はナシゴレンの担当をしました。うまく

作れるか不安だったけど、意外と簡単にできて

びっくりしました。他の料理もココナツミルクを

入れたり、ピーナツバターを入れたりなじみの

無いものを入れていたので、どんな味になるん

やろ・・・？とそんなことばかり考えていました。

でも実際出来上がったのを食べてみると、どれ

もおいしくて、なんか嬉しくなってマレーシアに

行くのが楽しみになりました。今回の実習を通

して、これからも他の国の料理に挑戦したいと

思いました。
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３．成果と課題 

 福祉の授業に、国際理解の視点を取り入れる

試みを行ったが、どの授業も生徒に好評で成果

が得られたと思う。被災地で身体障害者となられ

た方への支援活動や、ストリートチルドレン支援

についての学習を今回のポイントにおき、授業を

構成した。授業での生徒たちの反応は素直で純

粋なものであった。感想を読むと、生徒たちが物

質的に恵まれ、ものがあふれている生活を見つ

めなおし、批評家や評論家にならずに、“自分に

できることは何か”を考えるきっかけになったので

はないかと思う。 

 ただ、福祉の授業なので、国際協力の授業とし

ては不十分な点があった。また、私の偏ったイメ

ージを植えつけていないかという気持ちはどの授

業をしていても気がかりなことであった。果たして

インドネシアのことを表面的なものでなくしっかり

伝えられたかは自信がない。訪問先での歓迎に

心も和まされ、ゲシアン村での交流やホームビジ

ットで感じた子どもの純粋さや心の温かさは、写

真だけでは伝えることが難しいものだった。 

 生徒には「外国＝先進諸国」というイメージや、

異文化、とりわけ発展途上国に対し、「貧しい」

「遅れている」「汚い」などのマイナスイメージが先

行しがちなことも否めない。マレーシアへの修学

旅行では、すばらしい経験をし、大いに楽しんだ

生徒たちだったが、感想の中には、「やはり日本

が一番だ」というものが多く見られ、結局は日本

に生まれてよかった、という意識を超えることが

難しい。人々の暮らしや文化についての理解が

充分でないと、そういう反応も起こりうるので、効

果的な事前学習の重要性を感じた。 

インドネシアの被災地についての授業は、校内

研究授業として授業を見にきてもらうよう呼びか

けたが忙しい中での参加は少なく、もっと多くの

教員に知ってもらうための努力が必要だった。 

私自身が、今までに国際理解教育や開発教育

に携わったことはなかったが、マレーシアへの修

学旅行をきっかけに、暗中模索の状態でスタート 

 

をきったが、良い経験になったと思う。これからも

機会があれば、授業に今回のような視点を取り

入れていきたい。 



 
 
 
 
 
 
 

４．授業実践報告会 
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４．授業実践報告会 

 

4-1 授業実践報告会 ： 2008 年 2 月 24 日（日） JICA 兵庫にて実施 

 

① どのような視点で教師海外研修（現地）に参加したのか、各研修先で教員として感

じたこと、子どもたちに伝えたいと感じたことなどを中心に現地での報告を行なう。 

② 教師海外研修で得たものをどのように授業で活かしたのか、工夫点やそれに対す

る子どもたちの様子、また反省点・難しかった点などを中心に、多文化共生・開発

教育などの授業実践内容を発表する。 

③ 2006 年度の教師海外研修の授業実践報告を通して、継続して授業実践を行なう意

義を伝える。 

④ 教師海外研修での経験を教室や地域でどう伝えるか、今後に向けて研修参加者と

報告会参加者との意見交換・情報の共有を行なう。 

① 教師海外研修報告 

② 授業実践報告Ⅰ（小学校参加教員）、授業実践報告Ⅱ（高校参加教員） 

③ 授業実践報告Ⅲ（研修から 2年を経ても実践中の参加教員（絵画贈呈式含む。）） 

④ 分科会（意見交換など） テーマ：研修での経験を教室や地域でどう伝えるか 

 

参加者（合計１２人）内訳： 

県内小学校 教諭 １人 

県内中学校 教諭 １人 

県内高校 教諭 ８人 

報告者の関係者（勤務先教頭） １人 

県外養護学校 教諭 １人 

時間帯 会場 内容 

13：30～13：35 開会 挨拶                            所長 森川秀夫

13：35～13：40 教師海外研修の概要説明                   ＪＩＣＡ兵庫 

13：40～14：00 教師海外研修報告              岩本芳仁・岸岡 歩 

14：00～14：20 授業実践報告Ⅰ                      濱田 理 

14：20～14：40 授業実践報告Ⅱ                      藤川綾香

14：40～15：00 授業実践報告Ⅲ（継続２年目の実践より）      岩本敏浩

絵画贈呈式                                榮木千恵 

15：00～15：10  休憩 

15：10～16：10 
分科会（意見交換など） 

テーマ：研修での体験を教室や地域でどう伝えるか 

16：10～16：25 来年度の教師海外研修のお知らせなど       ＪＩＣＡ兵庫

16：30 

ＪＩＣＡプラザ兵庫 

（広報展示室） 

閉会                        

目的： 

研修項目： 
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絵画贈呈式 分科会（ワークショップ） 

 

 

 

 

 

 

授業実践報告Ⅱ（高校参加教員） 授業実践報告Ⅲ（2006 年度参加教員）

授業実践報告Ⅰ（小学校参加教員）教師海外研修報告 

＜2006 年度教師海外研修の成果 ～生徒の絵が美術展で入選～ ＞ 

兵庫県立豊岡総合高校 3 年生の榮木千恵さんが、第58 回豊岡市美術展の豊岡市教育委員会長賞を

受賞した絵画を JICA 兵庫へ寄贈しました。この絵画は、2006 年度の本研修参加者である岩本敏浩先生

が、研修国のスリランカで撮影した写真を国際関係学の授業で紹介したものを基に描かれたもので、本

研修が教育現場で活かされている事例として報告しました。 
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4-2 授業実践における反省点、難しかった点 

 

・ 子ども達に何を学習させるのかをもっと明確にしておけば、現地での収集物も違っていたと思う。 

・ 生徒にアンケートをとっただけで終わってしまったが、それぞれが思ったこと、感じたことを出し合い、

どんな違いが感じられたのか話合えば良かったと思う。 

・ 授業を行なう際、学年及び学校単位（全校生）での協力が不可欠である。研修に参加する前から学

校全体に協力依頼を行なう必要があったと考える。 

・ インドネシアを定義が不明確な「新興国」と教えたことや、ハラルマークの意味を生徒に伝える際

「豚肉が入っていない」のみ強調し、イスラム教の教えによって「許された」ものという意味を伝えて

いなかった。間違った情報を生徒に伝えてしまった場合、授業内で補足説明をし、修正する必要が

ある。 

・ 子どもたちの異文化への興味・関心を、これからの学習にどう活かし、つなげていくのかということ

が一番大切なことであり、難しいことであると考える。 

 

4-3 研修での経験を教室や地域でどのように伝えるか（分科会より） 

 

・ ゴールを決めないで、継続していくことが大切。 

・ モノ、音楽、食などを五感を通じて、異文化を知ること。お互いの国を理解することに視点をあてる。 

・ 途上国の貧しさを強調しすぎない、夢や希望を持って生きているところにも目を向ける。 

・ 体験を通して、子どもたちに「何を」伝えるか。偏った考え方を見直すきっかけにする。 

・ 途上国の現状を知る（調べる、体験する）、伝える。 ⇒ 子どもたちが自分にできることを考える。 

・ 地域を巻き込むために各地のイベントを利用したり、保護者に向けての公開授業を行なったりす

る。 

・ ＪＩＣＡ、大使館、保護者、ＯＤＡ民間モニター、ＮＧＯなどのリソース（外部講師等）を活用する。 

 

4-4 授業実践報告会参加者の声 

 

・ 現地での報告で、教師が子どもたちに伝えようと、様々な資料となるものを一生懸命探した様子に

好感が持てました。発表した先生方がいきいきと体験談内容や授業実践を語られたのが良かった。 

・ 在校生にインドネシアの子どもがいる場合の、研修内容の取り上げ方の苦慮についての発表がと

ても印象に残った。 

・ 「研修での経験を教室や地域でどう伝えるか」というテーマでの分科会は、色々勉強になりました。 



参考資料

●中学生・高校生エッセイコンテスト

●国際協力実体験プログラム

●JICA国際協力出前講座

●JICA研修員の学校訪問

●青年研修事業

●パンフレット・ビデオなどの提供

●JICAインターネットホームページ

※JICAホームページ　 http://www.jica.go.jp/

＜JICAは国際協力や開発教育支援を通じて、地域の『元気』を応援しています＞

　開発途上国の実情を知り、国際協力の必要性を理解していただくため、JICA職員や専門
家・青年海外協力隊のOB・OGなどを講師として派遣します。

お問い合わせは、JICA兵庫 Tel: (078)261-0341
http://www.jica.go.jp/hyogo

　エッセイコンテストや青年海外協力隊員などの各種募集情報、開発教育に関する情報、
ニュースレターなど、JICA発信の最新情報が見られるほか、開発途上国に関する情報の
データベースも利用できます。

　国際協力機構（JICA）は、開発途上国の経済及び社会の発展に寄与し、国際協力の促
進に資することを目的として設立された独立行政法人です。主な事業として、技術協力（研
修員の受入れ、専門家の派遣、機材の供与、開発調査など）、青年海外協力隊などの
JICAボランティアの派遣、無償資金協力事業の実施促進、災害緊急援助などを実施して
います。

　開発途上国から技術研修のため来日中のJICA研修員を、国際理解と交流のために学校
へ派遣します。

　開発途上国の国づくりを担う青年を日本に招き、専門分野（教員、地方行政、農業など）
についての研修を行っています。

　JICAでは、国際協力やJICAの活動について紹介した各種パンフレットを準備しています
ので、ご請求ください。また、ビデオ・パネルの貸出も行っています。

　また、国際協力に関する各種情報を掲載したメールマガジンの配信（無料）もおこなって
います。購読希望の方は、JICAホームページにアクセスし、登録手続きを行ってください。

　開発途上国や国際協力について考えていることを、400字詰原稿用紙4枚以内（中学生は
3枚以内）にまとめて応募してください。募集期間は、5月～9月で、中学生・高校生とも、特
選は、JICA理事長賞2人・外務大臣奨励賞1人・文部科学大臣奨励賞1人の計4人で、副賞
として１週間の海外研修旅行の機会が与えられます。他にも、準特選・審査員特別賞など
多数の賞を用意しています。

　JICAの国内機関へ生徒と指導教師を招き、国際協力について理解を深める機会を提供
しています。主に国際協力について、また、国際災害援助、防災援助についてワークショッ
プや研修員との交流会などをまじえた開発教育支援・国際理解（多文化共生）教育支援事
業を実施しています。

　　JICA (Japan International Cooperation Agency）とは　　JICA (Japan International Cooperation Agency）とは
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年齢

歳

〒

Tel:

e-mailアドレス： Fax:

〒

Tel:

 （続柄：　　　　　　　） Fax:

職名

担当教科

〒

Tel:

Fax:

１、JICA主催の事業へ参加されたことがありますか？　　　 ある ない

２、（１、であると答えた方）　何の事業にいつ頃参加されましたか？

（事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ある ない ある ある ない

詳しくお書きください
年 年 　　　国名

年 　　　国名

ない
年 　　　国名

できない

語

語

語

私は募集要項記載事項をすべて承諾し、この研修の参加を申し込みます。

平成19年　　　　月　　　　　日　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

海外渡航の経験

会話が堪能
簡単な

日常会話

外国語会話

○をつけてください

写真

（4×3㎝または4.5×3.5㎝）

裏面に氏名を記入

英　語

意思疎通が
可能

趣味・特技

JICA主催の事業
について

アレルギー・病気等 過去の申込経験

渡航時の連絡先

ふりがな

所属学校名
（正式名称）

学校住所

平成19年度　教師海外研修（インドネシア）応募用紙

ふりがな

氏名

本人現住所

性別

　　　男性　　　女性 　19　　 　年　　　月　　　日

生年月日
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　海外研修への応募動機または研修に期待することについてお書きください。

　これまでの国際理解教育及び開発教育への取り組みについてお書きください。（校務で国際理解教育を担当されている
方は明記してください。）

-116-



　どのようにして本研修のことを知りましたか。

職場 （１、上司から奨められた　　　　　２、同僚から奨められた　　　３、直接募集要項を受け取った

　４、募集要項が回覧・掲示されていた）

JICA （１、本部　　２、支部・センター　　３、JICAホームページ　　４、JICA国際協力推進員）

教育委員会 各種研究会　（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜理由＞

以上の理由により、上記のものを、独立行政法人国際協力機構主催の教師海外研修に参加することを推薦します。

学校名 職務　 氏名 ㊞

　今回の海外研修の体験を、今後の教育活動にどのように活かしていかれるのか、その計画や方法を具体的に説明して
ください。

　所属する学校長の推薦の言葉をご記入ください。（本欄は管理職に参加希望を認知いただいていることの確認のために
ご記入いただいています。）
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